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　新年あけましておめでとうございます。組合員の皆さまには、ま
すますご健勝で新年を迎えられたことと心からお慶び申し上げます。
また、旧年中も組合運営にご協力いただき、感謝申し上げます。
　さて、昨年の食鳥業界におきましては、巣ごもり需要による内食
需要の拡大で食鳥相場は一昨年に引き続き、概ね堅調に推移しまし
た。また、コロナの影響でタイ国内の食鳥処理場が一時期ストップ
した影響などもあり、これまで輸入物中心であった冷凍加工向けの

商材が国産に一部シフトするなど、国産鶏肉の存在感が一段と増した１年であったともい
えます。一方で、11月以降、鹿児島、兵庫、熊本、千葉、愛媛などの広域から高病原性鳥
インフルエンザが発生し、いまだ予断を許さない状況が続いております。
　マーケットに目を向けると、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大から約２年が経過
し、この間、人々の意識も劇的に変化しました。食肉・食鳥企業においても、外食需要の
落ち込みが長期間に及ぶ中、業務用向け製品の売り上げが大きく減少する一方で、インタ
ーネット通販事業やテイクアウト、宅配事業、惣菜類など時流に沿った分野の活況は目覚
しいものがあると言えます。
　また、コロナ禍による食に対するニーズが大きく変化していく中、健康志向の高まり、
家庭での食事機会の増加、宅配やECの利用といった新たなライフスタイルはコロナ収束後
もある程度定着化し、今後の市場拡大を牽引していくことが想定されています。
　このように急速に変化する環境の中、組合においても、アフターコロナ・ウィズコロナ
時代の経営のあり方について、組合員の皆さまとともに考え、共有できる役割を果たして
いきたいと考えております。
　依然として国内・海外情勢ともに不安定で先行きの不透明感が続いており、経営課題は
山積しておりますが、当組合は業界の発展と皆さまに有益な情報の発信に尽力して参りま
すので、皆さま方には今後ともより一層のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　今年一年が皆さまにとって良い年となるよう祈念いたしまして年頭のご挨拶とさせてい
ただきます。
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冷凍 冷蔵 空調 企画 設計 製作 施工 修理

本社工場　〒547－0001
　　　　　大阪市平野区加美北３丁目７番13　号

TEL大阪（06）6792－4511㈹　夜間（06）6792－4590
FAX（06）6792－4584

〔製造元〕

   〒102-0083 東京都千代田区麹町4丁目8　 TEL. 03-3511-5358 
   大阪支店食品営業部   TEL. 06-6448-6401 

油よごれが少なく、おいしく
きれいに仕上がります。

★とり肉専門店推奨品★

〔発売元〕全国食鳥肉販売業生活衛生同業組合連合会
   〒110 -0004  東京都台東区下谷2-1-10 伊尾ビル  TEL. 03-3876-1680

（業務用）2㎏×5（家庭用）70ｇ×10×4

大阪支店
大阪府大阪市淀川区宮原4-6-18
新大阪和幸ビル３階
TEL：06-6150-1161http://www.nihonshokken.co.jp/
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